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〈調査の概要〉

１ 調査の目的

廿日市市における部活動の地域移行の必要性、課題、対応の方向性を検討するにあた

り、その基礎データとなる児童生徒・保護者・教職員の意向を捉える。

２ 調査期間

令和５年２月２８日～３月３１日

３ 調査方法

（１）調査対象

①小学校第５・６学年児童

②中学校第１・２学年生徒

③小学校第５・６学年児童の保護者

④中学校第１・２学年生徒の保護者

⑤中学校教員

（２）回答方法

○ Google フォームによるオンライン回答

（３）調査対象学校数及び回答者数

４ 集計結果

①小学校第５・６学年児童

②中学校第１・２学年生徒

③小学校第５・６学年児童の保護者

④中学校第１・２学年生徒の保護者

⑤中学校教員

５ その他

アンケート結果については概要を示すため、上位項目等に絞ってグラフ等を作成した。

回答されたその他の少数意見についても今後の施策の参考とする。

種別
学校数

（校）
回答者数（人）

① 小学校第５・６学年児童 １７ １，９７９

② 中学校第１・２学年生徒 １０ １，６８１

③ 小学校第５・６学年児童の保護者 １７ １，２７９

④ 中学校第１・２学年生徒の保護者 １０ ９８１

⑤ 中学校教員 １０ １５７



〈アンケート調査の結果〉

【①スポーツ活動・文化芸術活動アンケート（小学校第５・６学年児童）】

［問１］ 現在、学校以外の団体に所属してスポーツ活動や文化芸術活動を行っていますか。

［問２］【［問１］で「はい」と答えた方にお聞きします。】

（１） 何の種目を行っていますか（選択肢の中にない場合はその他を選び記入してくださ

い）。※複数回答可

はい
68%

いいえ
32%

水泳
20%

サッカー
15%

ダンス
14%

野球
14%

バスケット
ボール

9%

ＥＳＳ
7%

テニス
7%

ピアノ
6%

空手
4%

バレーボール
4%



［問２］（２）その活動はいつ行っていますか。

［問２］（３）どのくらいの日数活動していますか。

平日
40%

休日
18%

平日と休日両方
42%

週１日
47%

週２～３日
32%

週４～５日
16%

週6～7日
5%



［問２］（４）平日の活動時間はどれくらいですか。

［問２］（５）休日の活動時間はどれくらいですか。

１時間未満
18%

１時間以上２時間
未満
45%

２時間以上３時間
未満
19%

３時間以上
7%

平日は活動がない
11%

１時間未満
10%

１時間以上２
時間未満

23%

２時間以上３
時間未満

13%
３時間以上

27%

休日は活動がない
27%



［問３］中学生になったらどのような種目の活動をやってみたいですか（選択肢の中にない

場合はその他を選び記入してください）。※複数回答可

［問４］あなたが中学校に進学してから、学校部活動に入部することも考えられますが、

あなたが中学校の部活動に期待することを教えてください。※複数回答可

458

345

322

291

287

286

277

257

234

220

204

200

197

187

バスケットボール

バドミントン

美術（イラスト・絵画）

テニス

パソコン（プログラミング）

サッカー

バレーボール

卓球

陸上競技

ダンス

野球

キャンプ

吹奏楽

水泳

131

380

641

702

790

1036

1120

1300

特にない

礼儀や作法を学ぶこと

勝つことや上達することの喜びを知ること

技術力の向上

努力することの大切さを学ぶこと

体力の向上や集中力を身につけること

部活動を通じて友人を増やすこと

活動を楽しむこと
（人）

（人）



［問５］中学校の部活動を地域クラブ活動が担うことについて期待することは何ですか。

※複数回答可

［問６］中学校の部活動を地域クラブ活動が担うことについて心配することは何ですか。

※複数回答可

512

362

480

636

680

786

879

特にない

活動場所までの移動手段

自分の希望する種目の活動ができないこと

他校の生徒との人間関係

怪我やトラブル等への対応

行き過ぎた厳しい指導

指導者との人間関係

350

188

414

497

603

636

660

748

796

特にない

多世代の地域住民との交流ができること

専門的な指導が受けられること

設備の整った場所で練習できること

他校の生徒との交流ができること

自分が希望する種目の活動を継続すること

学校の部活動にはない新たな種目の活動が

できること

技術力の向上

自分のレベルに合った活動ができること

（人）

（人）


